
－研究要旨－

枠組壁工法による合板張り耐力壁のせん断性

丸　山　　　武＊1    吉　田　弥　明＊2

田　口　　　崇＊3

　枠組壁工法がオープン化されてから構造用合板の需

要は増大しているが，原木の小径化，低質化に伴いコ

スト高になりつつある。著者ら1）の構造用合板に関す

るこれまでの試験結果から，現行のJASよりもある程

度低いグレードの合板でも，壁等の下張り材としてな

らば十分に使用し得るのではなかろうかという見通し

を得た。そこで，これらの現行規格を下回るグレード

の合板が実際に枠組壁に使用し得るものかどうかを実

plyであるPC75は1級で，それ以外の3plyのP合

板は単板厚さでは規格外であるが，品質は2級相当で

ある。また，R合板は単板厚さでは2級相当であるが，

欠点の制限で2級を下回る。

　試験体の寸法は180×240cmのいわゆる2P試験

体で，枠組材にはエゾマツ204乾燥材を，土台と桁に

は同404材を使用した。縦枠間隔を45cmとし，組み

立て方法等はすべて住宅金融公庫融資住宅枠組壁工法

第1表　合　　板　　の　　種　　類

第2表　水平せん断試験の結果験的に検討してみた。また，枠組壁
の耐力は釘によって保持されている
わけで，釘の側面抵抗と壁の水平せ
ん断抵抗との関連をも検討してみ
た。なお，本報告は第29回日本木材
学会大会（昭和54年7月，札幌市）
で発表した要旨である。

  1． 試験体及び試験の方法
　面材として使用した合板の種類を
第1表に示した。合板の等級は5
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住宅工事共通仕様書に準拠

した。

試験の方法ほ引抜側にタ

イロッドを配 したいわゆる

A S T M 式に準拠した水平

加力試験 とした。

2 ． 水平せん断試験の結

果

水平せん断試験の結果を

枠組壁工法による合板張 り耐力壁のせん断性能

弟3 裏 釘 の側面抵抗値と壁のせん断抵抗値 との比較
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（ 注） r n＝釘の側面抵抗値（k g）

第2 表に示した。 P l／300 は

壁体の回転を除いた真のせん断歪みが 1／300 rad の時

の荷重である。P 合板では樹樺による違いがみられる

が，R 合板でほ単板品質の違いによる差はみられなか

つたo Pm乱文とPl／300との比ほ2．0～2．4の範囲で，合

掛こよる差ほみられない。変位の測定ほ破壊直前で中

止したが，中止した時点の荷重 P m ax′時の変位r′In乱文

を示 した。これをみると Pm 乱Ⅹ時にはおおむね 1／3 0附

近までの変形を示しているものと予想され，いずれの

合板 も十分な粘 りを示していると思わ れ る。 また，

P l／300から儀 プロ2）で提案されている方式で倍率を求

め，建設省の告示倍率と比較してみるといずれの合板

もこれを満足 している。

3・ 壁体の水平せん断耐力と釘の側面抵抗との関係

釘打ちパネルの水平せん断耐力と釘の側面抵抗 との

相関についてかな り実験的に認められているが，最近

T u onli ら3）ほ合板

壁のせん断耐力（ R ）

をパネルの形状 と釘

打ち間隔によって決

定される係数（K ）

と使用釘の側面抵抗

値（r ）とで表わす

推定式（R ＝K r）を

誘導している。それ

を本実験に適用して

みると 1 P の場合K

＝9．08となる。釘の

側面抵抗を第 1 図に

示す方法で求め，壁

を釘打ちした枠組壁について，
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合
板
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第1 図 釘の側面抵抗試験
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r p ＝壁 の せん 断：既抗 値 （k g）
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のせん断抵抗値 と比較したものを第 3 表に示した。変

位1m m 時の rp は壁体の隣接合板のすべ り量を対角

線方向の変位に変換した値が 1 m m の時の水平せん断

力をK で除した値である。全般に rp は rl－より若干【F

回る仰向ではあるが，おおむねよく一致 していると言

えよう。最大荷重時の rp に P。．乱文をK で険した値で，

この場合にほ rp は r。より幾分大きい傾 向で ほ あ る

が，概 してよく一致していると言えよう。釘の許容耐

力は 1 m m 変形時の荷重の3／4 と，最大荷重の 3／8 の

うち小さい方の値をとることになっているが，この方

式で決定した値がr。である。璧の許容耐力ほ P l／300の

3 ／4 であ り，その値をK で険 した値が rpである。これ

らの比ほ極めてよく一致してお り，壁の許容せん断耐

力と釘の許容せん断耐力ほ十分に対応しているものと

みることがで きよ う。

4 ． ま とめ

現行 JA S を下回る品質の合板を面材 とした枠組壁

の水平せん断試験を行った結果，そのせん断性能ほ告

示倍率を満足する性能であった。また，本試験で用い

た形状の壁体について T uom i らのせん断耐力推定式

を適用してみると，剛性及び耐力とも釘の側面抵抗値

とよく適合していた。したがって）壁体 としての面材

の性状を判定するためにほ同一材料による釘の側面抵

抗試験を行うことが極めて有効であろうと思われる。
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